
江
戸
時
代
、
幕
府
は
長
崎
で
舶
来
書
を
優
先
的
に
購
入
し
、
紅
葉
山

文
庫
に
収
蔵
し
て
い
た
。
江
戸
医
学
館
も
中
国
医
書
を
積
極
的
に
蒐
集

し
、
昌
平
坂
学
問
所
が
所
蔵
し
た
中
国
言
も
彪
大
だ
っ
た
。
さ
ら
に
各

地
の
有
力
大
名
や
民
間
で
も
中
国
害
を
多
数
蒐
集
し
て
い
た
。
そ
こ
で

日
本
・
中
国
・
欧
米
の
蔵
書
目
録
調
査
と
実
地
の
比
較
調
査
を
重
ね
た

結
果
、
こ
れ
ま
で
以
下
の
一
八
機
関
に
中
国
散
供
古
医
籍
を
見
出
し
た
。

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
二
○
六
部
・
一
五
○
書
目
、
宮
内
庁
書
陵

部
一
八
部
・
一
八
書
目
、
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
一
○
部
・
一

○
書
目
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
七
部
五
言
目
、
京
都
大
学
附
属
図
書

館
四
部
・
四
書
目
、
九
州
大
学
医
学
図
書
館
四
部
・
四
書
目
、
前
田
育

徳
会
尊
経
閣
文
庫
三
部
・
三
書
目
、
米
・
甲
冒
８
８
口
大
学
弓
馬
⑦
①
牌

９
肘
員
巴
図
書
館
三
部
・
三
書
目
、
大
阪
府
立
図
書
館
二
部
・
二
書
目
、

国
立
国
会
図
書
館
一
部
・
一
言
目
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
一
部
・
一

言
目
、
西
尾
市
教
育
委
員
会
岩
瀬
文
庫
一
部
・
一
書
目
、
名
古
屋
市
蓬

左
文
庫
一
部
・
一
言
目
、
静
嘉
堂
文
庫
一
部
・
一
言
目
、
米
・
国
冑
ぐ
四
ａ

大
学
母
①
。
、
三
局
図
書
館
一
部
・
一
言
目
、
仏
・
顧
号
国
立
図
書
館
一

部
・
一
言
目
、
英
・
○
×
ざ
ａ
大
学
閃
○
巳
の
旨
図
書
館
一
部
・
一
言
目
、

独
・
尋
。
馬
二
宮
茸
の
一
市
図
書
館
一
部
・
一
言
目
。

総
計
で
二
六
六
部
に
お
よ
ぶ
が
、
圧
倒
的
多
数
は
日
本
に
あ
り
、
し

中
国
で
失
わ
れ
日
本
に
現
存
す
る
中
国
医
書

ｌ
内
閣
文
庫
所
蔵
本
の
分
析
１真

柳
誠
・
王
鉄
策

か
も
全
体
の
約
八
○
％
が
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
（
以
下
、
内
閣
文
庫

と
略
称
）
の
蔵
書
で
あ
る
。
当
然
、
ま
ず
最
初
に
内
閣
文
庫
の
蔵
書
を
分

析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

内
閣
文
庫
に
は
清
代
ま
で
に
著
さ
れ
た
一
六
三
二
部
・
二
五
九
一

冊
の
医
薬
害
が
所
蔵
さ
れ
、
う
ち
同
一
版
本
・
写
本
の
重
複
を
除
い
た

書
目
数
で
は
九
五
六
種
に
な
る
。
大
多
数
は
来
歴
が
判
明
し
て
お
り
、

江
戸
医
学
館
・
紅
葉
山
文
庫
・
昌
平
坂
学
問
所
・
毛
利
高
標
の
旧
蔵
書

だ
け
で
全
体
の
九
四
％
、
一
五
三
四
部
を
占
め
る
。
こ
の
内
閣
文
庫
所

蔵
の
中
国
散
快
古
医
籍
を
分
析
し
た
結
果
、
以
下
の
結
論
が
得
ら
れ
た
。

（
一
）
内
閣
文
庫
本
の
中
国
供
書
二
○
六
部
は
、
江
戸
医
学
館
本
一

二
八
部
、
紅
葉
山
文
庫
本
四
四
部
、
紅
葉
山
文
庫
に
献
上
さ
れ
た
毛
利

高
標
本
一
二
部
、
昌
平
坂
学
問
所
本
八
部
、
由
来
不
詳
本
四
部
、
林
家

本
一
部
で
、
幕
府
機
関
の
旧
蔵
書
が
圧
倒
的
だ
っ
た
。

（
三
二
○
六
部
が
著
さ
れ
た
年
代
は
宋
・
金
元
・
明
・
情
に
分
布

し
て
い
た
が
、
明
代
の
害
が
一
四
九
部
と
高
比
率
を
占
め
て
い
た
。
晴

唐
以
前
の
書
で
か
つ
て
中
国
で
散
供
し
て
い
た
害
も
あ
る
が
、
す
で
に

注
目
さ
れ
て
中
国
に
還
流
し
て
い
る
。

（
三
）
二
○
六
部
に
は
元
版
・
明
版
・
清
版
・
清
写
本
・
朝
鮮
版
・

室
町
写
本
・
江
戸
刊
本
・
江
戸
写
本
の
相
違
が
あ
っ
た
。
宋
版
と
室
町

刊
本
が
な
く
、
朝
鮮
版
・
元
版
・
室
町
写
本
が
各
数
部
し
か
な
い
の
は
、

か
っ
て
宮
内
庁
へ
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
各
比
率
で
は
江
戸
写
本

九
一
部
と
明
版
八
六
部
が
高
率
で
、
両
者
で
全
体
の
八
六
％
を
占
め
て

い
た
。

（
四
）
中
国
供
害
の
江
戸
刊
本
は
二
書
目
あ
り
、
う
ち
五
言
は
明
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代
の
害
が
集
中
的
に
和
刻
さ
れ
た
江
戸
前
期
の
刊
行
だ
っ
た
。
ま
た
江

戸
中
期
に
刊
行
さ
れ
た
六
書
は
当
時
か
ら
珍
本
・
孤
本
と
し
て
の
価
値

が
認
め
ら
れ
て
和
刻
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
。

（
五
）
二
○
六
部
中
の
江
戸
写
本
九
一
部
で
は
、
江
戸
医
学
館
本
が

七
九
部
に
及
ぶ
。
う
ち
多
紀
氏
の
手
賊
本
と
自
筆
本
は
元
堅
一
○
部
、

元
簡
五
部
、
元
胤
四
部
、
元
斫
二
部
だ
づ
た
。
ま
た
江
戸
医
学
館
本
の

江
戸
写
本
中
、
刊
本
か
ら
の
転
写
で
は
一
五
部
が
紅
葉
山
本
、
二
部

が
毛
利
本
に
基
づ
く
と
認
め
ら
れ
た
。
彼
ら
が
冑
童
書
を
研
究
利
用
す

る
目
的
で
写
本
を
作
製
し
た
た
め
、
二
○
六
部
の
う
ち
江
戸
写
本
の
み

が
未
～
清
の
各
時
代
に
わ
た
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。

（
六
）
二
○
六
部
の
う
ち
明
代
に
著
さ
れ
た
害
が
一
四
九
部
、
ま
た

明
版
が
八
六
部
と
高
率
な
の
は
、

江
戸
時
代
の
蒐
害
ゆ
え
、
時
代
が
重
な
る
明
清
代
に
著
さ
れ
た
害
や
明

版
・
清
版
が
当
然
多
く
、
し
か
も
幕
府
機
関
が
蒐
集
・
保
管
し
た
の
で

ほ
ぼ
全
体
が
内
閣
文
庫
に
伝
承
さ
れ
た
。
中
国
で
は
と
り
わ
け
医
書
に

つ
い
て
江
戸
医
学
館
に
相
当
す
る
政
府
機
関
が
な
か
っ
た
た
め
、
後
世

に
評
価
や
復
刻
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
医
書
、
と
く
に
明
代
ま
で
の
害
が

供
書
と
な
っ
た
が
、
清
代
の
害
は
数
多
く
伝
承
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
双

方
の
事
情
に
よ
り
、
内
閣
文
庫
に
伝
承
さ
れ
た
中
国
供
書
の
大
多
数
が

明
代
の
書
、
な
い
し
明
版
の
比
率
が
高
い
と
理
解
さ
れ
た
。

（
七
）
内
閣
文
庫
の
中
国
散
供
古
医
籍
二
○
六
部
．
一
五
○
書
目
は
、

重
複
を
除
く
少
な
か
ら
ぬ
害
が
世
界
に
一
点
し
か
存
在
が
知
ら
れ
て
い

な
い
孤
本
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
貴
重
性
は
歴
史
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
ほ
ぼ
す
べ
て
が
江
戸
幕
府
機
関
の
旧
蔵
書
で
、

先
に
報
告
し
た
イ
ブ
ン
・
ナ
フ
ィ
ス
に
つ
い
て
の
論
文
が
発
表
さ
れ

る
ま
で
、
ハ
ー
ベ
ィ
以
前
の
血
液
循
環
理
論
は
セ
ル
ベ
ー
ト
ス
を
嗜
矢

と
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

セ
ル
ベ
ー
ト
ス
の
個
人
史

セ
ル
ベ
ー
ト
ス
は
一
五
○
九
年
、
ス
ペ
イ
ン
、
ア
ラ
ゴ
ン
州
、
ヴ
ィ

ラ
ノ
ヴ
ァ
に
生
ま
れ
た
。
十
三
歳
で
サ
ラ
ゴ
ッ
サ
の
大
学
に
入
学
し
、

ラ
テ
ン
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
へ
プ
ラ
イ
語
を
学
ん
だ
。
の
ち
に
法
律
を

学
ぶ
た
め
に
ツ
ー
ル
ー
ス
の
大
学
に
入
学
し
た
。
十
五
’
十
六
歳
で
法

律
よ
り
も
神
学
に
興
味
が
む
い
て
い
っ
た
。
そ
の
ほ
か
彼
は
エ
ラ
ス
ム

ス
の
影
響
を
う
け
、
歴
史
、
地
理
に
も
興
味
を
も
っ
て
い
た
。

ツ
ー
ル
ー
ス
の
大
学
生
活
を
中
止
す
る
と
、
か
れ
は
カ
ー
ル
五
世
の

餓
悔
僧
ク
イ
ン
タ
ナ
の
秘
書
に
招
か
れ
た
。

一
五
二
九
年
カ
ー
ル
五
世
の
戴
冠
式
に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
ま
で
い
き
、
法

王
に
会
っ
た
。
法
王
が
群
衆
の
上
に
高
く
座
し
て
い
る
光
景
を
み
て
憤

慨
し
た
。
こ
の
頃
は
免
罪
符
が
盛
ん
に
売
買
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
キ
リ

ス
ト
教
的
背
景
を
有
す
る
正
直
な
自
由
思
想
家
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
教

さ
ら
に
江
戸
医
学
館
の
旧
蔵
書
が
過
半
を
占
め
る
。
そ
の
蒐
集
と
保
存

に
努
め
た
多
紀
元
簡
・
元
胤
・
元
堅
ら
の
功
績
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

（
平
成
九
年
五
月
例
会
）

血
液
循
環
論
前
史
（
２
）

藤
倉
一

郎
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